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デュアルフェースサーペント水槽

しゅすいそう たんぺん ちょうへん ふか

主水槽 短辺２５ｍ×長辺４８ｍ×深さ１．５ｍ
たほうこう ふ きそ く は ぞう は そうち だい たんぺん だい ちょうへん だい

多方向不規則波造波装置 １００台（短辺３０台×長辺７０台）
ぞうはばんはば だい

造波板幅６０ｃｍ／台
さいだいはっせいはこう さいだいすいしん じ

最大発生波高３０ｃｍ（最大水深１．０ｍ時）
ぞうは しゅうき びょう ふうは ちょうしゅうきは つなみ きょくだいは

造波周期０．７～３．０秒（風波・うねり）長周期波、津波、極大波
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サーペント型造波装置による造波方法
 造波板の動かし方をコンピュータで制御し，いろいろな波を造波することが可能

 隣り合う造波板を同じタイミングで動かす → 造波板に対してまっすぐな波（一方向波）

 隣り合う造波板を異なるタイミングで動かす → 造波板に対して斜めに進む波（斜め波）

一方向波 斜め波
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沖での波

海岸の波
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造波：一方向規則波（0°）
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造波：一方向規則波（45°）
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造波：多方向不規則波（45°）

15

港湾空港技術研究所
Port and Airport Research Institute 

最新の造波方法・・・・・・・・・・・・実験デモで使用

海底地形や防波堤で変形した後の波を造波する

 コンピュータで波の変形を正確に予想できれば，沖の地形模型を省略可能

 実験海域周辺の地形模型だけを大縮尺で水槽全体に再現 → 実験精度の向上

 実験海域周辺の地形模型だけを小縮尺で水槽一部に再現 → 実験費用の節約

（平面図）

造波板

造
波
板

実験範囲

Ａ

Ａ´

模型(1/100)

地形の影響を
受けて屈折

越波集水ます

《改良前》

海底地形を作るため、
模型が小さくなる
→ 実験精度の低下

沿岸方向に一様な波

海底地形による浅海変形

造
波
板造
波
板

Ａ － A’

（平面図）

造波板

造
波
板

実験範囲

Ａ

Ａ´

屈折した
波を造波

模型(1/50)

越波集水ます

屈折した
波を造波

《改良後》

海底地形がいらず、
模型を大きくできる
→実験精度の向上

造
波
板造
波
板

Ａ － A’

浅海変形後の波
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最新の造波方法

海底地形や防波堤で変形した後の波を造波する

 コンピュータで波の変形を正確に予想できれば，沖の地形模型を省略可能

防
波

堤

造
波

装
置

平
面

水
槽

計算範囲全体 計算範囲全体

平面水槽部分

水槽内ではこの部分だけを造波
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